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【背景】乱訴省の健康フロンティア戦略として、糖尿
病合併症を抑制するための介入試験（J－DOIT3）が開
始された。目的は高血圧、高脂血症を合併する2型糖
尿病患者に、その治療目標を従来より厳しく設定し、
糖尿病に伴う大血管症（脳梗塞、心筋梗塞）の抑制が
可能か評価することである。
　一方、海外で臨床データを有する薬剤では、それを
日本人にあてはめるブリッジングスタディ方式が導
入され、ロスバスタチンカルシウム（ROS）はそれで
認可されたスタチン製剤である。海外では既存スタチ
ンより強力な脂質改善効果を有するとされており、J－
DOIT3では強化療法群での目標値がLDL－Cho　80
mg／dl以下とされ既存のスタチンでは困難のため、
ROSが治療薬として追加された。しかし使用量が欧米
と著しく異なる本邦での情報は未だ不十分である。
【目的】　ROS　2．5　mg／日内服を2型糖尿病患者に3ヶ
月継続し脂質の変化を検討する。
【対象と方法】　当院通院中の2型糖尿病患者49名、
ROS　2．5　mg／日にて内服継続し1ヶ月毎にT－Cho、
LDL－Cho、　HDL－Cho、　TG、　FPG、　HbAlcを3ヶ月
間測定した。
【結果】患者全体の平均でT－Choは257から179
mg／dlと30％、　LDLは181から130　mg／dlと42％改善
した。TGは151回忌130　mg／dlと14％改善した。
HDLに関しては全体では増減を認めなかったが、
HDL　40　mg／dl未満の患者では33から37　mg／dlと
増加した。血糖コントロールは前後で変化しなかっ
た。
【結語】ROSは低用量の2．5　mg／日内服でも既存の
スタチンの通常量を上回る脂質改善作用を有する。ス
タチンの副作用は使用量に依存するという報告もあ
り、スタチンが有する動脈硬化予防の多面的効果を別
にすると、低用量で効果を発揮するROSは今後の脂
質治療の中心となるかもしれない。
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Platelet　ric血plasma（PRP）を用いた肺漏閉鎖
に関する基礎的検討
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【目的】　呼吸器外科手術において胸膜損傷による肺
漏はしばしば遭遇する合併症の一つである。その対策
としてフィブリン糊による被覆、吸収性ポリグリコー
ル酸（PGA）フェルトによる補強が行われ、有効性が
評価されているが以下のような問題が残る。第1にウ
シやヒト由来の血液製剤であるフィブリン糊は未知
のウイルス感染に関して安全性が不透明で使用制限
される可能性があること。第2にPGAフェルトは生
体内の組織再生の足場（scafford）として理想的な人
工材料であるが、胸膜の修復までにある程度時間がか
かること。第3に高額であり、使用量に制限があるこ
とであり、手術の際切除断端のより強度な補強が望ま
しいと考えた。今回着目したPRPは末梢血より分離
した血小板を多く含有する血漿で、PDGFやTGF一α
など7種類の増殖因子を分泌、刺激し組織修復に寄与
することが分かっている。今回我々は胸膜修復に着目
しPRPの修復効果について検討する。
【方法】動物はwisterラット雌を使用。
PRPの作成：同系のラットより採血。遠心分離し、
バッフィーコートの部分を採取。使用直前に塩化カル
シウム液を添加し使用。
胸膜損傷モデルの作成：ラットの肺を露出し金属製
の食道ブジーの先端をバーナーで熱した後、肺表面に
あて5×5（mm）の熱傷による胸膜損傷モデルを作成
する。
PGAモデルの作成：胸膜損傷モデルにPGAフェル
トのみ被覆。
PRPモデル作成：胸膜損傷モデルを作成後、　PGA
フェルトにPRPを含浸し、損傷部位を被覆する。
【評価】　それぞれのモデルにて、7日、14日、28日に
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